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本
研
究
は
、
樋
口
一
葉
の
小
説
テ
ク
ス
ト
を
明
治
二
十
年
代
の
小
説
表
現
の
諸
問
題
と
の
相
関
の
中
で
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
一
葉
の
小
説
表
現
の
固
有
性
と
同
時
代
性
的
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 
 
樋
口
一
葉
は
明
治
期
の
女
性
文
学
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
文
学
史
上
に
名
を
残
し
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
、
同
時
代
文
学
の
主
潮
流
に
対
し
て
傍
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
一
葉
は
、
前
近
代
の
文
学
の
流
れ
を
汲
ん
だ
文
体
と
雑
誌
『
文
学
界
』
と
の
交
流
に
代
表
さ
れ
る
近
代
作
家
と
し
て
の
側
面
と
の
間
で
、「
中
間
的
」
な
存
在
と
し
て
長
く
認
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
文
学
史
的
位
置
の
検
討
は
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
枠
を
超
え
一
葉
の
文
学
的
営
為
の
同
時
代
的
位
相
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
研
究
は
あ
ま
り
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
葉
を
特
定
の
文
学
思
潮
や
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
た
し
か
に
難
し
い
が
、
明
治
二
十
年
と
い
う
限
定
的
な
時
期
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
一
葉
の
文
学
は
、
そ
の
時
代
の
様
々
な
小
説
表
現
と
の
接
触
の
中
で
生
成
さ
れ
た
、
ま
さ
に
明
治
二
十
年
代
的
な
側
面
を
、
多
分
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
一
葉
の
小
説
表
現
の
時
代
的
位
置
を
問
う
こ
と
は
、
同
時
代
の
文
学
的
状
況
に
お
け
る
一
葉
文
学
の
固
有
性
と
可
能
性
を
解
明
す
る
試
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
明
治
二
十
年
代
と
い
う
時
代
の
文
学
の
諸
相
や
そ
こ
に
お
け
る
種
々
の
文
学
的
課
題
の
照
射
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
研
究
で
は
、
一
葉
文
学
の
展
開
を
発
表
時
期
や
共
通
す
る
テ
ー
マ
に
即
し
て
以
下
の
四
期
に
区
分
し
、
各
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
表
現
の
具
体
相
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
表
現
の
生
成
に
い
か
な
る
同
時
代
の
文
学
状
況
が
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関
与
し
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。
第
一
章
は
初
期
小
説
を
対
象
に
一
葉
文
学
初
発
期
の
文
学
的
関
心
の
所
在
を
検
討
し
、
第
二
章
で
は
一
葉
文
学
初
期
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
た
雑
誌
『
文
学
界
』
と
の
交
流
を
視
座
と
し
て
、
そ
の
相
関
性
の
痕
を
強
く
見
せ
る
テ
ク
ス
ト
を
取
り
挙
げ
、
分
析
を
行
っ
た
。
続
く
第
三
章
で
は
、
明
治
二
八
年
と
い
う
時
期
に
発
表
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
狂
気
」
の
問
題
を
、
同
じ
く
明
治
二
八
年
の
悲
惨
小
説
・
深
刻
小
説
の
流
行
を
視
野
に
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
し
て
第
四
章
で
は
、
第
三
章
ま
で
の
一
葉
文
学
の
展
開
が
ど
の
よ
う
な
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
く
の
か
を
、
当
時
の
女
性
文
学
の
位
相
や
会
話
体
と
い
う
形
式
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
た
。
各
章
の
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
第
一
章 
初
期
小
説
論
―
和
歌
的
表
現
の
展
開 
 
第
一
章
で
は
、
一
葉
文
学
の
「
転
換
期
」
と
し
ば
し
ば
称
さ
れ
る
、
初
期
小
説
の
後
半
に
位
置
す
る
テ
ク
ス
ト
を
取
り
挙
げ
、
検
討
を
行
っ
た
。
本
章
で
初
期
小
説
に
焦
点
を
当
て
た
狙
い
は
、
一
葉
文
学
の
基
調
を
な
す
固
有
の
小
説
表
現
お
よ
び
文
学
的
関
心
の
所
在
を
照
射
し
、
以
下
の
各
章
の
前
提
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
第
一
節
で
は
、「
雪
の
日
」
の
分
析
か
ら
、
テ
ク
ス
ト
の
特
質
を
な
す
表
現
と
し
て
、
歌
語
の
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
の
連
関
が
自
己
の
抑
制
を
超
え
た
衝
動
と
い
う
心
理
的
モ
チ
ー
フ
を
形
象
化
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
続
い
て
第
二
節
で
は
「
や
み
夜
」
を
取
り
挙
げ
、
掛
詞
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
た
内
面
叙
述
に
よ
り
、
一
義
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
主
人
公
の
心
の
様
相
が
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
一
葉
の
和
歌
・
古
典
文
学
の
素
養
が
初
期
小
説
に
お
い
て
基
調
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
表
現
を
通
し
て
一
義
化
・
言
語
化
で
き
な
い
内
面
の
描
出
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
二
点
の
特
質
は
、
以
降
の
一
葉
文
学
の
中
に
お
い
て
も
形
を
変
え
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 
 
第
一
節 
「
雪
の
日
」
論
―
連
鎖
す
る
「
雪
」
の
テ
ク
ス
ト 
 
第
一
節
で
は
、
「
雪
の
日
」
（
『
文
学
界
』
第
三
号
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
三
月
）
を
対
象
に
、
「
雪
の
日
」
の
構
造
と
そ
こ
に
お
け
る
歌
語
「
雪
」
の
機
能
を
再
考
し
、
一
葉
文
学
の
基
底
と
な
る
表
現
的
特
質
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
従
来
の
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「
雪
」
に
関
し
て
の
研
究
は
、
主
人
公
の
回
想
中
の
「
雪
」
の
意
味
性
を
と
り
出
す
こ
と
が
中
心
と
な
り
、
テ
ク
ス
ト
冒
頭
・
末
尾
の
「
雪
」
も
回
想
中
の
「
雪
」
の
解
釈
に
準
じ
て
理
解
さ
れ
て
き
て
い
た
。
し
か
し
、
主
人
公
を
出
奔
に
駆
り
立
て
た
回
想
中
の
「
雪
」
と
冒
頭
・
末
尾
の
「
雪
」
は
同
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
複
数
の
意
味
作
用
を
有
し
た
「
雪
」
の
連
関
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
ゆ
る
や
か
な
枠
組
み
を
有
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
「
雪
の
日
」
の
構
造
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
雪
の
日
」
は
同
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
懺
悔
物
語
」
と
構
造
的
共
通
性
を
有
す
る
こ
と
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
来
歴
を
因
果
的
に
語
り
出
し
て
い
く
懺
悔
物
語
と
の
差
異
と
し
て
、
こ
の
ゆ
る
や
か
な
「
雪
」
の
連
関
構
造
の
固
有
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
以
上
の
テ
ク
ス
ト
分
析
を
踏
ま
え
、
テ
ク
ス
ト
の
構
成
原
理
と
し
て
歌
語
を
多
義
的
・
連
関
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く
「
雪
の
日
」
の
手
法
が
、
一
葉
の
固
有
の
文
学
表
現
の
初
発
の
地
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
た
。 
 
第
二
節 
「
や
み
夜
」
論
―
「
女
夜
叉
の
本
性
」
の
揺
ら
ぎ 
 
第
二
節
で
は
、「
や
み
夜
」（
『
文
学
界
』
第
十
九
・
二
一
・
二
三
号
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
・
九
月
・
十
一
月
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
作
は
一
葉
の
社
会
批
判
意
識
を
反
映
さ
せ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
傾
向
が
強
固
で
あ
っ
た
が
、「
女
夜
叉
の
本
性
」
と
形
容
さ
れ
る
主
人
公
の
内
面
は
、
社
会
批
判
と
い
う
一
義
的
な
解
釈
に
収
斂
さ
れ
な
い
多
義
性
を
有
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
未
定
稿
の
改
稿
過
程
の
分
析
を
主
な
方
法
と
し
て
取
り
入
れ
な
が
ら
、
主
人
公
の
内
面
表
象
に
歌
語
や
掛
詞
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
機
能
し
て
い
く
様
相
を
分
析
し
、
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
再
考
お
よ
び
一
葉
文
学
に
お
け
る
和
歌
的
手
法
と
内
面
表
現
と
の
関
係
性
の
解
明
を
試
み
た
。「
や
み
夜
」
に
お
い
て
、
掛
詞
を
中
心
と
す
る
和
歌
的
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
複
数
の
文
脈
が
非
論
理
的
に
結
合
す
る
言
葉
の
多
義
性
を
テ
ク
ス
ト
内
に
呼
び
込
み
、
独
自
の
内
面
表
象
を
可
能
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
内
面
表
象
の
方
法
の
獲
得
と
い
う
点
に
お
い
て
「
や
み
夜
」
は
一
葉
文
学
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
内
面
表
象
の
あ
り
方
に
、
初
期
小
説
か
ら
後
期
テ
ク
ス
ト
ま
で
通
底
す
る
一
葉
文
学
の
固
有
性
の
所
在
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
4 
 
第
二
章 
一
葉
と
『
文
学
界
』 
第
二
章
で
は
、
「
琴
の
音
」
（
『
文
学
界
』
第
十
二
号
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
十
二
月
）
「
軒
も
る
月
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
三
日
・
五
日
付
）
の
二
作
に
お
け
る
、
雑
誌
『
文
学
界
』
と
の
関
連
性
を
検
討
し
た
。
明
治
前
期
浪
漫
主
義
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
雑
誌
『
文
学
界
』
は
、
明
治
二
六
年
・
二
七
年
頃
の
一
葉
の
文
学
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
従
来
、
一
葉
は
『
文
学
界
』
の
浪
漫
主
義
思
想
を
深
く
共
有
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
、『
文
学
界
』
の
近
代
性
に
対
し
て
封
建
的
・
前
近
代
的
な
作
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
従
来
の
評
価
に
は
、『
文
学
界
』
同
人
の
幅
広
い
思
想
内
容
を
北
村
透
谷
の
思
想
に
一
元
化
し
た
う
え
で
一
葉
文
学
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
、
両
者
の
関
係
性
を
『
文
学
界
』
か
ら
一
葉
へ
と
い
う
一
方
的
な
思
想
受
容
の
図
式
で
捉
え
が
ち
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
お
い
て
問
題
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、『
文
学
界
』
と
の
関
係
性
の
痕
跡
が
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
「
琴
の
音
」
「
軒
も
る
月
」
を
対
象
に
、
『
文
学
界
』
と
一
葉
の
近
接
性
と
差
異
の
双
方
を
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
、『
文
学
界
』
と
の
接
触
が
一
葉
文
学
に
齎
し
た
も
の
の
内
実
を
考
察
し
た
。
ま
ず
第
一
節
で
は
『
文
学
界
』
の
思
想
内
容
の
基
軸
と
広
が
り
を
概
観
し
、『
文
学
界
』
に
お
け
る
「
他
界
」
概
念
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
複
数
の
文
学
的
問
題
を
検
証
し
た
。
続
く
第
二
節
・
第
三
節
で
は
、
「
琴
の
音
」
と
星
野
天
知
、
「
軒
も
る
月
」
と
北
村
透
谷
の
関
係
性
を
視
座
と
し
て
、
双
方
に
共
通
す
る
表
現
・
モ
チ
ー
フ
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
お
け
る
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
固
有
の
位
置
を
探
る
こ
と
を
試
み
た
。
以
上
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
通
し
て
、
一
葉
が
『
文
学
界
』
の
思
想
を
経
由
し
て
見
出
し
た
文
学
的
課
題
の
所
在
と
し
て
、
「
実
世
界
」
（
現
実
社
会
）
へ
の
固
有
の
視
点
の
獲
得
、
解
釈
不
可
能
な
人
間
の
内
面
へ
の
着
目
と
い
う
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
第
一
節 
『
文
学
界
』
と
一
葉
―
「
他
界
」
の
周
縁
を
め
ぐ
っ
て 
 
第
一
節
で
は
、『
文
学
界
』
の
思
想
の
支
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
他
界
」
お
よ
び
「
想
世
界
」
を
め
ぐ
る
言
説
を
中
心
に
、『
文
学
界
』
同
人
の
問
題
意
識
の
諸
相
を
概
観
し
た
。
『
文
学
界
』
に
お
い
て
、
「
想
世
界
」
に
重
き
を
置
く
思
想
は
、
様
々
な
制
約
に
満
ち
た
「
実
世
界
」
の
認
識
や
「
人
間
の
心
」
の
人
智
を
超
え
た
複
雑
不
可
解
な
様
相
へ
の
注
目
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
一
葉
と
『
文
学
界
』
の
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関
係
は
「
他
界
」
の
認
識
の
深
浅
と
い
う
観
点
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
想
世
界
」
の
一
領
域
で
あ
る
「
他
界
」
も
ま
た
、
こ
う
し
た
一
連
の
問
題
系
の
中
に
あ
る
も
の
だ
と
指
摘
で
き
る
。
一
葉
テ
ク
ス
ト
は
「
他
界
」「
想
世
界
」
そ
れ
自
体
を
中
心
化
す
る
性
質
は
強
く
な
い
が
、「
他
界
」
の
問
題
と
不
可
分
で
あ
る
『
文
学
界
』
の
社
会
観
・
人
間
観
は
、
そ
の
後
の
一
葉
文
学
の
成
立
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
と
指
摘
し
た
。 
 
第
二
節 
「
琴
の
音
」
論
―
『
文
学
界
』
と
「
百
花
爛
熳
の
世
」 
第
二
節
で
は
「
琴
の
音
」
を
取
り
挙
げ
、『
文
学
界
』
の
思
想
と
の
交
渉
の
様
相
を
、
人
間
の
「
縄
墨
」
か
ら
の
「
解
脱
」
を
論
じ
た
星
野
天
知
の
評
論
を
視
座
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
は
ま
ず
、
テ
ク
ス
ト
内
の
月
光
の
表
現
を
精
査
し
、「
琴
の
音
」
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
弾
く
琴
の
音
色
が
、
星
野
天
知
の
「
解
脱
」
の
表
現
を
下
敷
き
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
天
知
の
思
想
を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
込
む
一
方
で
、
テ
ク
ス
ト
は
「
世
」
か
ら
の
「
解
脱
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
世
」
の
中
で
生
き
て
い
く
人
間
の
姿
を
描
き
、
ま
た
そ
う
し
た
生
が
抱
え
る
「
悶
へ
」
と
い
う
、
天
知
の
問
題
意
識
と
は
異
な
る
生
の
あ
り
方
を
同
時
に
描
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
差
異
の
分
析
を
も
と
に
、「
縄
墨
」「lim
it
」
か
ら
の
脱
却
を
志
向
す
る
『
文
学
界
』
と
は
異
な
り
一
葉
は
様
々
な
制
約
が
ま
と
わ
り
つ
く
社
会
に
関
わ
っ
て
生
き
る
人
間
と
い
う
存
在
を
見
据
え
続
け
た
と
指
摘
し
、
後
期
テ
ク
ス
ト
へ
と
続
い
て
い
く
一
葉
の
人
間
の
生
に
対
す
る
意
識
の
形
成
に
お
い
て
『
文
学
界
』
と
の
接
触
は
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。 
 
第
三
節 
「
軒
も
る
月
」
論
―
北
村
透
谷
「
心
機
妙
変
を
論
ず
」
へ
の
視
線 
 
第
三
節
で
は
「
軒
も
る
月
」
に
つ
い
て
、
北
村
透
谷
「
心
機
妙
変
を
論
ず
」
と
の
相
関
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
心
機
妙
変
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
視
座
に
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
再
考
を
試
み
た
。
テ
ク
ス
ト
は
独
白
体
と
「
月
」
の
機
制
に
よ
っ
て
主
人
公
の
激
し
い
煩
悶
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
煩
悶
が
突
然
転
換
す
る
結
末
部
の
表
現
に
着
目
し
、
そ
こ
に
北
村
透
谷
「
心
機
妙
変
を
論
ず
」
を
元
に
し
た
表
現
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
結
末
部
は
主
人
公
の
「
心
機
妙
変
」
の
瞬
間
を
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
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「
軒
も
る
月
」
が
「
心
機
妙
変
」
と
い
う
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
人
間
の
心
理
の
動
き
へ
の
関
心
を
示
す
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
初
期
小
説
以
来
の
一
葉
の
人
間
心
理
へ
の
関
心
と
『
文
学
界
』
の
人
間
観
と
の
共
振
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
論
づ
け
た
。『
文
学
界
』
と
は
異
な
り
「
世
」
の
中
の
生
を
見
つ
め
た
一
葉
文
学
が
「
世
」
を
生
き
る
人
間
の
心
理
の
あ
り
方
と
し
て
『
文
学
界
』
の
人
間
観
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
、
一
葉
の
文
学
の
中
に
『
文
学
界
』
の
問
題
関
心
が
深
く
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 
 
第
三
章 
一
葉
小
説
の
〈
狂
気
〉 
 
第
三
章
で
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
発
表
さ
れ
た
二
作
「
に
ご
り
え
」
（
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
九
編
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
九
月
）
、
「
う
つ
せ
み
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
八
月
二
七
日
～
三
一
日
）
を
中
心
に
、
一
葉
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
る
「
狂
気
」
の
固
有
性
と
同
時
代
文
学
に
対
す
る
問
題
の
射
程
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
に
視
点
と
し
た
の
は
、
明
治
二
八
年
に
流
行
が
始
ま
っ
た
「
悲
惨
小
説
」
と
称
さ
れ
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
の
接
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
節
で
悲
惨
小
説
を
巡
る
同
時
代
言
説
と
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
を
取
り
挙
げ
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
悲
惨
小
説
の
中
で
試
み
ら
れ
た
「
狂
気
」
と
い
う
特
異
な
内
面
状
況
の
表
象
が
、
一
葉
の
「
に
ご
り
え
」
に
通
底
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
葉
の
「
狂
気
」
の
表
現
が
確
か
な
同
時
代
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
続
く
第
二
節
・
第
三
節
で
は
、
同
時
代
の
「
狂
気
」
表
象
の
中
に
お
け
る
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
固
有
の
位
置
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
に
ご
り
え
」
「
う
つ
せ
み
」
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、「
狂
気
」
の
解
釈
不
可
能
性
を
テ
ク
ス
ト
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
小
説
形
式
の
固
定
的
な
枠
組
み
を
揺
る
が
す
構
造
が
両
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
葉
に
お
け
る
「
狂
気
」
へ
の
志
向
は
、
同
時
代
と
軌
を
同
じ
く
す
る
一
方
で
、
同
時
代
小
説
の
類
型
性
や
固
定
性
を
照
射
す
る
固
有
の
批
評
性
を
有
し
て
い
る
。 
 
第
一
節 
「
に
ご
り
え
」
と
悲
惨
小
説
の
あ
い
だ
―
明
治
二
八
年
に
お
け
る
「
悲
惨
」
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て 
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第
一
節
で
は
、
本
章
が
焦
点
を
当
て
た
明
治
二
八
年
に
誕
生
し
「
狂
気
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
多
用
し
た
「
悲
惨
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
着
目
し
、「
悲
惨
小
説
」
を
め
ぐ
る
言
説
と
「
悲
惨
小
説
」
に
属
す
る
テ
ク
ス
ト
の
表
現
的
特
質
を
考
察
し
た
。
悲
惨
小
説
は
、
社
会
問
題
を
描
出
す
る
小
説
と
し
て
期
待
さ
れ
る
側
面
も
有
し
て
い
た
が
、
同
時
に
、
人
間
の
抑
制
で
き
な
い
混
乱
を
極
め
た
内
面
の
動
き
を
積
極
的
に
織
り
込
み
「
狂
気
」
や
「
病
」
、
「
魔
」
と
称
さ
れ
る
特
異
な
内
面
の
様
態
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
実
験
的
な
心
理
小
説
と
し
て
も
、
当
時
の
文
壇
に
お
い
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
側
面
に
注
目
し
改
め
て
一
葉
テ
ク
ス
ト
に
目
を
向
け
る
と
、
悲
惨
小
説
的
性
格
を
多
分
に
有
す
る
と
従
来
目
さ
れ
て
き
た
「
に
ご
り
え
」
の
同
時
代
性
も
、
新
た
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
「
に
ご
り
え
」
は
下
層
社
会
へ
の
意
識
と
い
う
点
で
悲
惨
小
説
や
そ
の
周
辺
の
文
学
者
と
の
接
点
を
持
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
の
共
通
性
に
留
ま
ら
ず
、
「
に
ご
り
え
」
の
お
力
の
内
面
描
写
に
は
、
悲
惨
小
説
の
「
狂
気
」
に
広
く
共
通
す
る
、
特
異
な
身
体
感
覚
の
描
写
を
伴
う
内
面
表
現
と
の
近
似
が
見
ら
れ
る
。
悲
惨
小
説
の
「
狂
気
」
を
め
ぐ
る
小
説
表
現
の
系
譜
の
中
に
「
に
ご
り
え
」
も
そ
の
位
置
を
占
め
て
お
り
、
明
治
二
十
年
代
後
半
の
小
説
に
お
け
る
新
た
な
内
面
表
象
生
成
の
動
き
の
一
つ
の
核
と
し
て
、
「
に
ご
り
え
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
時
代
の
中
に
再
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
論
づ
け
た
。 
 
第
二
節 
「
に
ご
り
え
」
論―
さ
ま
よ
い
続
け
る
声 
 
第
二
節
で
は
「
に
ご
り
え
」
を
対
象
に
考
察
を
行
い
、
そ
の
小
説
表
現
と
し
て
の
固
有
の
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
「
に
ご
り
え
」
は
お
力
の
内
面
描
写
の
強
い
迫
力
と
い
う
点
で
評
価
が
高
い
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
内
面
描
写
を
固
有
の
も
の
た
ら
し
め
て
い
る
テ
ク
ス
ト
の
表
現
的
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
節
で
は
未
定
稿
の
分
析
と
同
時
代
の
独
白
体
小
説
と
の
比
較
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
表
現
の
分
析
を
行
っ
た
。
未
定
稿
か
ら
の
改
稿
過
程
を
分
析
し
て
い
く
と
、「
に
ご
り
え
」
決
定
稿
の
語
り
が
一
人
称
小
説
・
独
白
体
小
説
に
近
い
枠
組
み
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
独
白
体
は
屈
折
や
錯
綜
を
孕
む
内
面
表
白
を
可
能
と
す
る
語
り
の
機
構
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、「
に
ご
り
え
」
の
お
力
の
言
葉
の
特
質
も
、
そ
の
よ
う
な
独
白
体
的
性
格
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
「
に
ご
り
え
」
が
同
時
代
の
一
人
称
小
説
・
独
白
体
小
説
と
一
線
を
画
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し
て
い
る
の
は
、
物
語
の
語
り
手
の
位
相
や
お
力
自
身
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
物
語
の
結
末
の
朧
化
と
い
っ
た
三
点
に
亘
っ
て
、
お
力
の
錯
綜
し
た
語
り
に
対
す
る
固
定
的
な
意
味
付
け
を
排
除
す
る
仕
組
み
が
、
テ
ク
ス
ト
全
体
を
通
し
て
仕
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
力
の
内
面
に
関
わ
る
因
果
関
係
を
成
立
さ
せ
な
い
「
に
ご
り
え
」
の
構
造
は
、
因
果
関
係
の
構
築
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
「
物
語
」
と
い
う
形
式
と
の
拮
抗
を
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
捉
え
が
た
い
内
面
を
描
く
と
い
う
一
葉
文
学
が
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
重
要
な
課
題
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
る
。 
 
第
三
節 
「
う
つ
せ
み
」
論
―
狂
気
を
抱
え
る
「
主
人
公
」
を
め
ぐ
っ
て 
 
第
三
節
で
は
「
う
つ
せ
み
」
に
お
け
る
「
狂
気
」
の
表
象
を
分
析
し
た
。
同
時
代
の
「
狂
気
」
の
表
象
を
参
照
し
つ
つ
、
雪
子
の
「
狂
気
」
を
め
ぐ
る
表
現
の
特
質
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
が
雪
子
の
生
き
る
内
的
時
間
の
特
異
性
を
前
景
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
冒
頭
か
ら
一
貫
し
て
テ
ク
ス
ト
内
の
現
実
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
と
は
異
な
る
時
空
間
を
生
き
る
主
人
公
を
設
定
し
た
「
う
つ
せ
み
」
は
、
明
治
二
十
年
代
の
「
狂
気
」
を
描
い
た
テ
ク
ス
ト
の
中
に
お
い
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
雪
子
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
中
で
前
景
化
す
る
の
は
、
多
様
な
解
釈
の
言
葉
の
集
積
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
の
あ
り
方
で
あ
る
。
雪
子
の
「
狂
気
」
の
言
葉
は
一
義
的
な
意
味
に
回
収
し
得
な
い
錯
綜
し
た
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
不
可
解
さ
を
巡
る
様
々
な
推
測
・
解
釈
の
言
動
が
、
他
の
登
場
人
物
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
て
い
く
。
事
実
性
が
保
証
さ
れ
な
い
他
者
の
解
釈
で
雪
子
の
狂
気
を
囲
繞
す
る
「
う
つ
せ
み
」
の
構
成
は
、
雪
子
を
め
ぐ
る
様
々
な
物
語
の
片
鱗
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
雪
子
の
内
面
の
解
釈
不
可
能
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
あ
り
方
に
、
特
異
な
心
理
様
態
と
し
て
の
「
狂
気
」
を
表
象
す
る
た
め
の
、「
う
つ
せ
み
」
の
戦
略
が
看
取
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
構
造
を
踏
ま
え
て
、「
う
つ
せ
み
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
照
射
す
る
問
題
の
射
程
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
全
体
を
統
括
す
る
基
軸
と
し
て
の
「
主
人
公
」
と
い
う
当
時
の
小
説
概
念
の
定
型
性
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
前
節
の
「
に
ご
り
え
」
と
と
も
に
、「
狂
気
」
を
題
材
と
し
た
明
治
二
八
年
の
一
葉
の
小
説
テ
ク
ス
ト
は
、「
物
語
」
あ
る
い
は
「
小
説
」
と
い
う
文
芸
形
式
が
不
可
避
的
に
内
包
す
る
定
型
性
を
揺
る
が
す
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
文
学
史
9 
 
上
の
意
義
が
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 
 
第
四
章 
一
葉
小
説
の
展
開 
 
第
四
章
で
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
末
か
ら
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
始
め
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
「
十
三
夜
」
（
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
十
二
編
「
閨
秀
小
説
」
、
明
治
二
八
年
十
二
月
）「
わ
か
れ
道
」（
『
国
民
之
友
』
明
治
二
九
年
一
月
四
日
、
付
録
「
藻
塩
草
」
）
を
対
象
に
、
晩
年
に
至
っ
て
の
一
葉
文
学
の
展
開
の
様
相
を
跡
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
の
時
期
の
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
特
質
と
し
て
、「
に
ご
り
え
」
な
ど
の
先
行
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
た
物
語
と
し
て
の
結
構
の
整
合
性
を
志
向
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
、
そ
し
て
家
庭
や
夫
婦
と
い
っ
た
特
定
の
関
係
性
を
主
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
傾
向
は
そ
れ
ま
で
の
一
葉
文
学
の
展
開
か
ら
の
断
絶
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
他
方
、
同
時
代
評
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
二
八
年
ま
で
に
様
々
な
形
で
形
象
化
さ
れ
て
き
た
一
葉
固
有
の
問
題
関
心
や
表
現
の
方
法
と
の
接
点
を
も
、
確
か
に
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
最
晩
年
の
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
新
た
な
側
面
と
先
行
テ
ク
ス
ト
か
ら
継
承
さ
れ
た
小
説
表
現
の
あ
り
方
と
の
双
方
を
視
野
に
、
テ
ク
ス
ト
分
析
お
よ
び
同
時
代
的
問
題
の
抽
出
を
試
み
た
。
第
一
節
・
第
二
節
で
は
「
十
三
夜
」
を
取
り
挙
げ
た
。
（
上
）
（
下
）
の
二
段
構
成
を
と
る
「
十
三
夜
」
に
つ
い
て
、
第
一
節
で
は
主
に
（
上
）
に
お
け
る
家
族
の
齟
齬
の
物
語
を
「
今
宵
」
と
い
う
時
間
を
軸
に
考
察
し
、
続
い
て
第
二
節
で
は
（
下
）
に
よ
り
重
点
を
置
き
、
旧
暦
十
三
夜
の
「
月
」
と
い
う
情
景
が
持
つ
当
時
の
閨
秀
小
説
の
小
説
表
現
と
の
接
点
と
、
そ
れ
と
は
位
相
を
異
に
す
る
テ
ク
ス
ト
細
部
の
様
相
と
を
考
察
し
た
。
第
三
節
で
は
「
わ
か
れ
道
」
を
取
り
挙
げ
、
登
場
人
物
の
「
会
話
」
を
前
景
化
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
表
現
的
特
質
が
有
す
る
問
題
を
再
考
し
、
第
三
章
ま
で
に
見
た
一
葉
の
小
説
表
現
と
の
接
点
と
展
開
を
考
察
し
た
。
上
記
の
二
テ
ク
ス
ト
の
考
察
を
通
し
て
、
晩
年
の
一
葉
テ
ク
ス
ト
が
古
典
文
学
的
表
現
や
独
白
・
一
人
称
的
な
語
り
と
い
う
初
期
以
来
の
方
法
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
中
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
新
た
な
展
開
の
方
向
性
と
し
て
、
内
面
的
な
差
異
・
齟
齬
を
抱
え
た
複
数
の
登
場
人
物
の
言
動
が
交
錯
す
る
場
と
し
て
の
小
説
テ
ク
ス
ト
が
志
向
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 
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第
一
節 
「
十
三
夜
」
論
（
一
）―
齋
藤
家
の
「
今
宵
」 
 
第
一
節
で
は
「
十
三
夜
」（
上
）
を
対
象
に
考
察
を
行
っ
た
。「
十
三
夜
」（
上
）
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
は
、
主
人
公
・
お
関
の
離
縁
の
決
心
が
な
ぜ
断
念
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
る
解
釈
で
あ
っ
た
。
本
節
で
も
「
十
三
夜
」
論
の
前
提
と
し
て
（
上
）
の
物
語
内
容
の
解
釈
を
試
み
、
テ
ク
ス
ト
が
前
景
化
さ
せ
て
い
る
問
題
の
所
在
を
検
討
し
た
。「
十
三
夜
」
は
旧
暦
十
三
夜
の
一
夜
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
短
い
劇
で
あ
る
が
、
お
関
の
離
縁
の
決
心
と
そ
の
断
念
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、「
今
宵
」
と
繰
返
し
語
ら
れ
る
こ
の
一
夜
の
持
つ
意
味
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
お
関
の
「
今
宵
」
は
長
い
年
月
の
我
慢
の
堆
積
を
背
後
に
持
つ
時
間
と
し
て
重
い
意
味
を
持
つ
が
、
お
関
の
離
縁
へ
の
意
志
を
宥
め
る
父
親
の
言
葉
に
は
、
そ
の
お
関
に
と
っ
て
の
「
今
宵
」
の
理
解
に
お
い
て
大
き
な
懸
隔
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
「
今
宵
」
の
含
意
を
巡
る
親
子
の
差
異
あ
る
い
は
齟
齬
の
物
語
と
し
て
「
十
三
夜
」（
上
）
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
お
関
と
他
者
の
共
有
し
え
な
い
内
面
を
描
出
し
て
い
く
テ
ク
ス
ト
と
い
う
、「
十
三
夜
」
の
基
本
的
な
性
格
を
確
認
し
た
。 
 
第
二
節 
「
十
三
夜
」
論
（
二
）
―
後
期
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
「
抒
情
」
を
め
ぐ
っ
て 
 
第
二
節
で
は
、
第
一
節
を
ふ
ま
え
、「
十
三
夜
」
の
「
今
宵
」
の
問
題
を
、
テ
ク
ス
ト
全
体
を
覆
う
「
月
」
の
「
抒
情
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
検
討
し
た
。
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
中
に
お
い
て
突
出
し
た
「
抒
情
性
」
が
指
摘
さ
れ
る
「
十
三
夜
」
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
性
格
は
、
通
俗
性
や
欺
瞞
性
の
発
露
と
し
て
否
定
的
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
秋
の
情
景
描
写
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
構
成
は
、「
十
三
夜
」
の
掲
載
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
十
二
編
「
閨
秀
小
説
」
に
お
け
る
女
性
作
家
の
テ
ク
ス
ト
群
と
の
通
底
性
を
有
し
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
メ
デ
ィ
ア
的
戦
略
と
し
て
の
位
相
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
そ
の
よ
う
な
「
十
三
夜
」
と
明
治
女
性
作
家
の
小
説
手
法
と
の
接
点
の
中
で
「
十
三
夜
」
に
お
け
る
「
月
」
の
「
抒
情
」
を
捉
え
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
同
時
代
的
枠
組
み
を
有
す
る
本
テ
ク
ス
ト
が
全
体
と
し
て
備
え
る
固
有
の
物
語
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。「
十
三
夜
」
が
テ
ク
ス
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ト
内
部
に
お
い
て
様
々
な
差
異
や
齟
齬
を
抱
き
合
う
複
数
の
登
場
人
物
の
内
面
を
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
（
上
）（
下
）
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
指
摘
し
、
登
場
人
物
間
の
多
様
な
位
相
で
の
ず
れ
が
顕
在
化
す
る
物
語
に
全
体
的
な
統
一
性
を
担
保
す
る
枠
組
み
と
し
て
、「
月
」
の
「
抒
情
」
を
再
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
構
造
は
、
一
葉
文
学
の
展
開
過
程
と
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
と
い
う
複
数
の
面
か
ら
の
要
請
に
お
い
て
生
じ
た
、
こ
の
期
の
一
葉
文
学
の
統
一
的
な
物
語
構
想
へ
の
志
向
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
物
語
構
想
へ
の
志
向
は
、
自
己
の
文
学
が
置
か
れ
た
位
相
の
中
で
の
戦
略
的
な
振
舞
い
と
し
て
、
一
義
的
な
「
抒
情
性
」
と
い
う
規
定
に
収
ま
ら
な
い
問
題
の
射
程
を
有
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。 
 
第
三
節 
「
わ
か
れ
道
」
論
―
一
葉
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
独
白
」
と
「
会
話
」 
 
第
三
節
で
は
、「
わ
か
れ
道
」
の
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
会
話
体
の
問
題
を
視
点
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
分
析
を
行
っ
た
。「
わ
か
れ
道
」
は
会
話
体
を
多
用
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
お
京
と
吉
三
の
「
会
話
」
に
は
、
独
白
の
話
し
手
と
聞
き
手
に
近
い
構
図
を
示
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
特
異
な
形
の
「
会
話
」
が
テ
ク
ス
ト
内
に
お
い
て
い
か
に
機
能
し
て
い
く
か
を
分
析
し
、
二
人
の
固
有
の
親
密
な
関
係
の
構
築
と
両
者
の
内
面
理
解
の
齟
齬
と
を
同
時
に
形
成
す
る
と
い
う
、
双
方
向
的
な
働
き
を
持
つ
も
の
と
し
て
こ
の
「
会
話
」
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
テ
ク
ス
ト
の
結
末
に
お
け
る
二
人
の
関
係
の
破
綻
が
、
二
人
の
関
係
を
構
築
し
て
い
た
言
葉
の
あ
り
方
が
内
包
す
る
齟
齬
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
会
話
体
の
独
白
的
な
様
相
は
、
独
白
体
や
一
人
称
の
語
り
を
内
面
描
写
の
方
法
と
し
て
固
有
に
展
開
さ
せ
て
き
た
先
行
す
る
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
表
現
的
特
性
と
の
関
係
の
裡
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
「
わ
か
れ
道
」
が
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
展
開
の
中
で
固
有
の
位
置
を
占
め
る
の
は
、
そ
の
独
白
的
な
言
葉
が
、
他
者
と
共
有
不
可
能
な
不
可
解
な
内
面
を
の
み
開
示
し
て
い
く
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
一
面
に
お
い
て
他
者
と
の
関
係
性
の
構
築
に
寄
与
す
る
側
面
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
物
間
の
関
係
性
に
対
し
て
独
白
的
発
話
が
も
た
ら
す
多
方
向
的
な
作
用
が
「
わ
か
れ
道
」
を
構
成
す
る
骨
格
を
為
し
て
い
る
こ
と
を
結
論
と
し
て
指
摘
し
、「
十
三
夜
」
と
共
に
晩
年
の
一
葉
文
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
内
面
の
齟
齬
や
関
係
の
共
有
と
い
っ
た
、
人
物
間
の
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関
係
性
の
問
題
が
前
景
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 
 
＊ 
＊ 
＊ 
 
本
研
究
で
は
、
一
義
化
・
言
語
化
し
難
い
内
面
の
描
出
と
い
う
初
期
か
ら
後
期
ま
で
を
貫
く
一
葉
固
有
の
文
学
的
関
心
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
そ
の
表
現
的
展
開
を
追
う
と
共
に
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
同
時
代
の
文
学
状
況
と
の
接
触
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
を
改
め
て
概
括
す
る
と
、
本
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
成
果
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
第
一
に
、
一
葉
文
学
の
基
底
を
な
す
文
学
的
関
心
の
所
在
と
し
て
言
語
化
・
一
義
化
不
可
能
な
人
間
の
内
面
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
、
そ
の
形
象
化
が
い
か
な
る
具
体
的
な
表
現
の
も
と
に
行
わ
れ
た
か
を
精
査
し
た
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
内
面
に
深
い
洞
察
を
見
せ
る
一
葉
文
学
の
あ
り
よ
う
は
先
行
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
研
究
の
独
自
性
は
、
そ
の
人
間
心
理
の
様
態
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
多
様
な
小
説
表
現
を
捉
え
、
そ
の
生
成
と
展
開
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ
る
。
本
論
文
で
触
れ
た
同
時
代
テ
ク
ス
ト
が
示
す
よ
う
に
、
言
語
化
・
一
義
化
不
可
能
な
人
間
の
内
面
へ
の
着
眼
そ
れ
自
体
は
、
一
葉
固
有
の
小
説
モ
チ
ー
フ
と
い
う
よ
り
も
、
極
め
て
明
治
二
十
年
代
的
な
文
学
的
関
心
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
一
葉
文
学
が
根
底
に
据
え
続
け
た
人
間
内
面
へ
の
深
い
関
心
は
、
小
説
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
固
有
性
と
し
て
以
上
に
、
そ
の
表
象
の
た
め
に
試
行
さ
れ
た
個
々
の
表
現
の
あ
り
方
の
中
に
お
い
て
こ
そ
、
一
葉
文
学
の
固
有
性
・
批
評
性
を
獲
得
す
る
も
の
と
な
り
え
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 
第
二
に
、
そ
れ
ら
の
小
説
表
現
の
生
成
が
、
様
々
な
同
時
代
的
要
素
と
の
相
関
の
中
に
お
い
て
果
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
一
葉
テ
ク
ス
ト
の
同
時
代
的
位
相
を
通
時
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
浪
漫
主
義
文
学
の
中
心
的
雑
誌
『
文
学
界
』
か
ら
大
衆
向
け
通
俗
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
ま
で
、
一
葉
テ
ク
ス
ト
は
多
様
な
小
説
媒
体
と
関
係
を
有
し
て
い
た
が
、
本
研
究
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
分
析
か
ら
は
、
そ
の
掲
載
誌
や
発
表
時
の
文
学
潮
流
を
常
に
視
野
に
入
れ
、
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
一
葉
文
学
の
あ
り
方
が
多
様
に
導
き
出
さ
れ
た
。
一
葉
文
学
と
同
時
代
文
学
と
の
接
点
は
、
特
定
の
流
派
に
定
位
で
き
る
よ
う
な
固
定
的
な
あ
り
方
で
は
な
く
、
明
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治
二
十
年
代
の
文
学
状
況
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
横
断
的
・
流
動
的
に
関
わ
り
合
う
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
こ
そ
、
一
葉
文
学
は
新
た
な
表
現
の
可
能
性
を
摂
取
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
や
は
り
小
説
表
現
と
い
う
位
相
に
お
い
て
こ
そ
、
一
葉
は
明
治
二
十
年
代
と
の
密
接
な
相
関
性
を
有
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
本
研
究
は
、
小
説
表
現
と
い
う
位
相
に
お
い
て
、
一
葉
文
学
の
多
様
な
展
開
の
様
相
と
明
治
二
十
代
文
学
と
し
て
の
位
置
お
よ
び
可
能
性
を
、
総
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
成
果
の
枢
要
と
し
た
い
。 
 
